
















The Theories of Political Anthropology and its 



































































































で表記し、序…Ａ、第 1章…Ｂ、第 2章…Ｃ、第 3章…Ｄ、第 4章…Eを最後に置



























第 1節 「政治人類学」以前・・・4 
第 2節 政治人類学の登場・・・48 
第 3節 過程論的政治人類学・・・60 
第 4節 政治人類学の操作論的展開と収縮・・・76 
第 5節 都市人類学・・・86 



































































































L.H.モルガン Morgan, Louise Henry に代表される、「19 世紀的進化主義」の時代のよ




リフ＝ブラウン Radcliffe-Brown, Alfred F.に薫陶を受けた人類学的「政治」研究者たちが、

























以下、これまでの認識に沿いながら、第 1 節で「『政治人類学』以前」、第 2 節で「政治



















































































































なり合う。オルテガ・イ・ガセーOrtega y Gasset, José やホイジンガ Huizinga, Johan


























① プラトンΠΛΑΤΩΝ B.C.427-347 『国家』ΠΟΛΙΤΕΙΑ Ｂ.Ⅽ.375 頃 
 





































第 4 巻、第 5 巻では、来るべき国家において、どのように「正義」が作り上げられるべ
きかの“整地作業”がおこなわれる。 









る。任意の線分 AB がある。それを任意の点 C で２つに分割する。AC と CB の比と同じ
になるように、AC の間に D を、CB の間に E を入れる。 
 
     ｜         ｜     ｜      ｜  ｜ 
     A         D      C      E  B 
 





視界の中で、AD が事物の似姿、DC が事物そのもの。CB の可知界の中では、CE が仮説
や前提から演繹された世界。そして EB は無前提の真実、ということになる。 







          道      囚人のイス 
 
 























































































しかし、問題なのは「政治学＝国家学」として何の留保もなく、politics を state という
語感も語源も全く異なるところから由来する状態を一体化して不思議とも思わない現実
であろう。しかも、世界レベルでの話である。ヴェーバーWeber, M.も『職業としての政





















































時期に、講義ノートとして第 7 巻、第 8 巻が執筆されたという。「後期」B.C.323－322 に
「第４～６巻」が執筆されたらしい。後に別に付け加えられた「第 1～3 巻」を加えて、
全体像は彼の死後に弟子たちがまとめたとされる。しかし、これに関しても、「イエーガ


























































考えられる。「第 3 巻 7 章」以降である。現代でいう所の「指導者」や「政治家」に相当
すると考えるとわかりやすいのだが、この意味での「わかりやすさ」の追求によって見え
なくなるものも多いだろう。 











































この後、議論は 14－18 章で王制について詳しく事例を伴いつつ論じられる。 
第 4 巻では初めに問題点が指摘される。〔A〕最善のものは何か、〔B〕どの国制がどの人
民に適合するか、〔C〕可能な国制を持たないでいる事例研究、〔D〕すべての国々に適合
する国制[1962: 177‐8]。しかし、第 4 章から突如として、寡頭制と民主制の類型を論じ
始める。主権を持つ者の公職者数、所管事項、任期、選出方法の事項的側面から比較して
ゆく手法も、現代のやり方と近いものがある。 





















































































































る。全体は 3 部に分かれ、おおよそ以下のような展開である。 
 
第1部 神（第１～119 問） 
第2部 人間の神への運動 
第 2・1 部 一般倫理（第 1～114 問） 
第 2・2 部 特殊倫理（第 1～189 問） 










は「第 1 部、第 103 問、第 3 項」「第 2 部、第 2・1 部、第 95 問題、第 4 項」「第 2 部、
第 2・1 部、第 105 問題、第 1 項」とされる。「法」ということでいえば、「第 2 部、第 2・





























































ここで、一性 unitas なる言葉が、その二つの中世的統合を果たす媒介となる。 
アクィナスは書いている。設問に「世界は一なるものによって統宰されているのではな

































































































































⑤ J.-J.ルソー Jean-Jacques Rousseau 1712-1778 『社会契約論』Du contrat 

















































































































































































⑥ H.ヘーゲル Georg Wilhelm Friedrich Hegel 1770-1831 『法の哲学』Grundlinien 
der Philosophie des Rechts 1821 
 
本書は、1821 年に公刊された。『エンチクロペディ Encyklopädie der philosophischen 


































































































かつてデカルト Des Cartes, René が『方法序説』の中で、コギト cogito に関する考察
































































































































































































































































































































第2項 19 世紀的進化論 
 
























① H. S. メーン Henry S. Maine 『古代法』Ancient Law 1861 
 




















「第 2 章 法的擬制 legal fiction」では、“成文法”との間にある、社会的必要と社会的















このあと、「第 3 章」「第 4 章」が続くが、“自然法”とこれらの媒介との正当性をめぐる
関係を考えるのにあてられる。 


























































文化人類学的な問題意識では、レッドフィールド Redfield, R.[1941]のように、「都市 city」















































































扉に「ルウィス H. モルガンを記念して A LA MÉMOIRE DE LEWIS H. MORGAN」
と献辞を捧げたこともきわめてアイロニックなものに映る。後の『野生の思考 La pensée 


























































L.ホワイト Leslie White や J.スチュワード Julian Steward をその嚆矢として、後に E.























































































































を備えた年長者の支配する体系 gerontocracy や、年齢階梯制 age-grading system が紛争
の拗れを矯正するものとなる。ヌエル族やタレンシ族がこれに相当する。政治人類学上で































本書は 1940 年、E.エヴァンス＝プリチャード Edward Evans-Prichard と M.フォーテ














































の訳者筆頭である大森元吉に直に聞いた話であるが、とりわけ B グループの Stateless 
Society を「国家を持たない社会」と訳したことに関して批判があったという。しかし、
ジョルジュ・バランディエが同タームを les societes 《sans Etat》としていることは事実



































































































ナイル Albert Nile に住む民族のモノグラフである。この中で、サウゾールは、“ピラミッ








































並べただけの感が強い。A グループと B グループのような抽象度の高い理論の中に置くよ
うな類型とは別次元の問題ではなかろうか。 
（３）などは、アフリカに限らず、室町時代後期の日本を見ているかのようである。 
A グループから B グループという「2 類型」を考えるか、その間にあるグラデーション
のポラーとして把握するかは別にして、そもそも、この範囲内にしか「政治体系」が存在
しないのであろうか。後に検討するバルトは、聖俗それぞれのリーダーシップの重なり合
いを論じる。A から B というグラデーションの中に「縦の線」を入れてきたと考えうる。
サウゾールの「政治観」はこの意味で、ヴェーバーの「国家＝物理的暴力装置」[1980: 18]
の再生にしかならないのではないかという懸念が残る。 
これに対し、バルト Barth, Fredrik は後にエスニシティ論争における“主観派”の代表
的な論客[1969]の一人として勇名をはせる。1959 年の『スワート・パタンの政治的リー
































saint と表記する人々、ピール Pīr、バーバ Bāba、パーチャ Pācha は表立った土地所有は
行わない[1959: 72]。彼らの土地、とりわけ、社の建物とその敷地は一種の「寄進」「布施」
である。つまり、二種類の土地占有方式があり、その二つは摂理として全く異質なもので


















































































全体として、「序説」と「第 1 部」「第 2 部」からなり、「第 1 部」には「限定交換」、「第
2 部」には「一般交換」のタイトルがそれぞれつけられている。「序説」はレヴィ＝ストロ
ースを語る際の定型句ともなった「自然と文化」からの問題意識からなる２章である。こ
こで中心的に取り上げようとしている「第３章」は「第 1 部」の冒頭に置かれている。 
「序説」でこれもまた有名な“近親婚の禁止 incest taboo”が論ぜられた際、incest の
範囲がどの程度までなのか、同一基準で定められることはできないことが論じられている
が、第 3 章でもそこから始まり、これが「規則の世界」が存在することが主張される。 
ハドソン湾エスキモーの事例に触れた後、スティーブンスンによるビルマ諸地域での水









































































































































































自然、権威である。ここでは、第 1 に婚姻からマユ＝ダマ関係、第 2 に集合体から末子相
続の原理を挙げる。 
その第 1 の点、マユ＝ダマ関係から始めよう。マユとは嫁の与え手 wife-giver、ダマと
は嫁のもらい手 wife-taker であり、女性が「捧げもの」として機能する社会とは異なり、
マユの方が優越する。 
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     A 
            B 
                  女性      富 
       C 
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     平民リニージ 
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本書、『政治人類学 Political Anthropology』は 1966 年、M.シュウォーツ Swartz Marc 








































































































(camp A)           (camp B ) 
             political arena  
 
               issue 











この時期、1960 年代後半から 1980 年代前半の約 20 年間で、筆者が確認しているだけ


















































学問名称は存在しない。E. デュルケーム Durkheim, Emile が“社会学年報学派”を形成


































本書は「結論」章も含めると、全部で 8 章立てである。そのうちの３章、「第３章 血縁





社会生活          交換 互酬的法 









































本書は 1979 年に World Anthropology シリーズ中の一冊として出版された。編者代表が
リー・シートン Lee Seaton, S.とクリーセン Cleasen H. J. M.である。 
全体に「序文」と 4 部からなるパートに分かれており、第 1 部は「理論」と銘打たれて












































































                  過程論 
 
                 概念的分析 
 
    ネットワーク論                政治経済論 
 
                 機能的分析 
 
                  構造論 











アーバノビッツ Urbanowitz, Charles F.のように、論文タイトルだけ期待させる論文の
中に、編者の意図を外しさえすれば意義深い論文がさりげなく並ぶ本書は、あくまでも「論
文集」としてあたる必要がある。彼の論文は、変化を論じても、変化過程が論じられない



























































































































































































































を示唆していた。1995 年の『従属と発展』には、“第 3 世界への入門”との副題が付け
られ、自らの手で政治人類学のもう一つの可能性を拡張してみせた。 
大局的にはこうした系譜に連なると思われるが、近年になり、政治人類学がまた新た
























第 3 項 ネットワーク論 
 
1960 年代に入り、政治人類学に新たな動きが目立つようになってきたことはすでに触
れている。ネットワーク論もその一つである。ミッチェル Mitchell, James 






































































































































































































































































最後に対外交易を行う、交易港 port of trade の存在があげられる。P.グリアソン























限りでは 1973 年である。エイダン・サウゾール Southall, Aidan によって編集された書
『都市人類学 Urban Anthropology』である。 
もちろん、文化人類学の文脈で「都市」が全く論じられなかったということではない。
サウゾールの文献そのものからも、それはうかがえる。本書の巻末には、P.C.W.ガトキン















本書が 1973 年に発表されたため、数字だけ見ると 70 年代に激減した印象を与えるが、


































































































































































Barth,Fredrik やイサジウ Isajiw が取り上げられることが多い。 
それまでの文化人類学は、出自集団、信仰形態、政治体系などの文化コンテンツから、
任意の民族が持つ民族特性を解明しようと試みてきた。バルトはこうした傾向に対して、
その民族が主観レベルで行う、カテゴリー帰属や境界維持 boundary maintenance のメカ
ニズムを解明しようとする。対他的な認識レベルを問題にしたのである。 




























る[Eriksen 1993: 31]。ナイロビのとあるパブで、4 人の男女がビールを飲んでいた。一人
はンゴニ族 the Ngoni 男性、一人がロジ the Lozi 族女性、残りの二人がンデベレ族 the 















































いく 5 段階を設定している[Handelman: 1977]。 








ョン ethnic association とされる。自らの「民族」を政治集団と見なし、その代表を議会
に送り出そうとする契機が生まれる。 



























































編的な形で 1977 年に発表された。長崎は、1968 年『情況』誌に発表した論文「叛乱論」
に続く、『遍歴史』へのベクトルを持つ論文[1969]（「叛乱と政治の形成」、『叛乱論』所収）








































































































































































     流動性○強                固定性○強  
      反乱     政治結社   コミューン、党、国家 
101 
 



















































































































































































































































































は「分裂」をどのように扱うことになるのか。「第 7 章 党」の表題の第 1 節、「プロロー
































































































































































































にある人々が連携し、そこに名前が付与されたからである。（A 山 B 子ではなく、）「女性」
















































































































































































スランゴール州の一角にある。筆者が初めて KL を訪れた際、深夜 2 時を回っていたにも
かかわらず、温度計は摂氏 27℃。まさに「熱帯夜」であった。 
全土を通じて緯度が 10 度以下であり、いわゆる熱帯雨林気候のもとにある。滞在中、ほ














タミール系住民は明白に 20 世紀の産物である。1786 年、東インド会社のフランシス・ラ














この二つの河川は北西から南側へ流れるゴンバック川 Sungai Gombak と、クラン川
118 
 


































 実数（人） パーセンテージ 国内パーセンテージ 
半島部    
119 
 
マレー人 4,689,379 53.17 44.86 
華人 3,126,336 35.44 29.91 
タミール系 934,030 10.59 8.94 
他 70,183 0.80 0.67 
計 8,819,923 100.0  
    
サラワック    
マレー人 183,218 18.75 1.75 
華人 294,731 30.16 2.82 
海ダヤク 303,118 31.01 2.90 
他のプロトマレー 103,265 15.67 0.99 
他 9,818 1.00 0.09 
計 977,438 100.0  
    
サバ    
マレー人 18,796 2.67 0.18 
華人 139,909 21.36 1.34 
カダザン 184,547 28.18 1.77 
ムルト 31,299 4.78 0.30 
バジャウ 77,466 11.83 0.74 
インドネシア人 39,607 6.05 0.38 
他のプロトマレー 125,633 19.18 1.20 
他 37,686 5.75 0.36 
計 654,943 100.0  
    
国内計 10,452,309  100.0 
 










第 2 節 事件当時のマレーシア「政治」状況 
 
本論で取り上げるメイサーティーンは、1969 年 5 月 13 日に発生した。この“民族暴動”



















プとしている。現在、与党の中でも最大多数の UMNO は、「87 政変」で法人格を変更する
というアクロバティックな展開をみせたが、結党以来、「マレー人の」与党としての存在意
義は変化していない（写真 2）。これに関しては、書き留めておきたいエピソードがある。 
UMNO の創立メンバーの一人、ダト・オン・ジャーファル Dato Onn bin Ja’afal は、の
ちに UMNO をマレー人に固定することなく、多民族政党にしようとしていた。しかし、も














のみということにもなる。それが憲法 152 条、同 153 条である。 
憲法は全 15 部、183 条からなり、件の条文は、「第 11 部 一般事項と雑駁事項 Part Ⅺ
General and Miscellaneous」の冒頭 2 条文である。 
152 条は、「国語 National Language」に関する規定である。 
国語はマレー語であり、その他、英語、中国語、タミール語は「使用が禁止されるわけで
はない（第 1 項）」。立法、行政、司法の公式文書では、独立 10 年間は英語が使用されると
する（第 2、3、4、5 項）。この第 4 項は後に付け加えられた。そして、最後の第 6 項で「公
的目的 official purpose」の規定をしている。 
153 条を見てみよう。「マレー人、サバ、サラワック州の現地民にとっての、サービス、
許諾、その他に関しての取り分保持 Reservation of quotas in respect of service, permits, 
etc. for Malays and natives of any of the States of Sabah and Sarawak」と題され、第 10
項まである長いものになっている。国王 Yang di-Pertuan Agong の責任として、この条項
が定められている旨が第 1 項で規定される。 
第 2 項は、「本憲法内の事項如何に関わらず」という出だしで、条文タイトルにある人々、




第 3 項では教育に関してより詳しい規定をし、第 4 項では国王がその特権を奪えない旨を
規定する。 
第 5 項で他の条文との整合性を定める。続く第 6 項は商業機会に関してである。様々な許
諾や免許は、国王の名によって当人、あるいはその相続人から取り消すことができないと
する。第 7、8 項ではその特権の継承性や、更なる範囲を教育にも拡大することを定める。 
第 9 項では、こうした事情ではあるが、どのような商業ビジネスも、彼らの特権を保持さ
せるためだけにおこなわれるものではないとする。 































ト・オン・ビン・ジャーファル Dato Onn bin Ja’afar である。独立前夜ともいうべき 1951
年、突如彼を含む「左派」が UMNO を脱退し、独立マラヤ党 Independent Malaya Party 
IMP を結成した。この対立は、UMNO のメンバーシップに関し、非マレー人にも認めよう
とする“マルチ・エスニック構想”であった。これが当時のもう一人の党リーダー、後に















UMNO(United Malay National Organization統一マレー国民組織)…1946年に結成され
たマレー人政党である。マラヤ連邦が独立し、マレーシアとなってからも、与党
第一党であり続けている。 










MIC(Malaysia(Malaya) Indian Congress マレーシア（マラヤ）インド人会議)…1946 年、
マラヤ連合の修正案への反対を表明するために結成された。AMCJA（後述）の一
構成集団であった。1955 年 7 月の総選挙に際して、UMNO・MCA 連合に加わり、
「連合党 Alliance」が成立する。 
DAP（Democratic Action Party 民主行動党）…シンガポールの与党、PAP(Peoples’ Action 
Party)のマラヤブランチとして、1966 年に結成された。メイ・サーティーン後の
BN 形成に際しても加わらず、華人政権樹立を目指す「急進派」野党。 
Gerakan(Gerakan Ra’ayat Malaysia GRMマレーシア民族党)…華人系穏健派野党として
1968 年に発足した。現在では BN の一翼。政権内での華人系住民の福祉増強をス
ローガンに掲げる。 
PAS(Pan Malaysian Islamic Party,汎イスラム党 PMIP とも表記)…マレー系の UMNO
よりも宗教的価値観を「政治」の世界に持ち込もうとする政党である。 






















程でどのような意味を国家という存在に与えていたのか、第 2 に 1969 年というこの時代の
国際社会上の位置付けが全く視野に入ってこなくなる恐れが大である。その意味では、事
件後に結成された「国家運営評議会 National Operation Council（以下、NOC と略記する）」
が事件収拾のため発行した「May Thirteen Tragedy   a report」の中で、政治的意図が透









































第2項 5 月 9 日 
 
リンの遺体を一部とした「葬列」がスタートしたのが、この日の 9 時 55 分であった。警
察当局に申請された開始時刻が 9 時 30 分であったことを考えるならば、その冷静さが読み
取れる。もちろん、葬儀「デモ」を大規模なものにするため、群集を集められるまで待っ
たという戦略性とも考えられる。 






ド Mansor bin Mohamed Noor の報告からも明白に読み取れる。 
 
① アジテーション 
a.ラーマン体制は残酷だ Tunku Abdul Rahman Regime is Cruel 
b.毛思想だけがここ（マレーシアで）実践される Only Mao’s thoughts can be practiced 
here(以上、Rahman 1969:56 より) 
c.東洋は赤い East is red 
d.マレー人に死を Death to the Malays(Malai si) 






11：25 マウントバッテン通り Jalan Mountbatten からラーマン通り Jalan Tuanku 
Abdul Rahman へ出て、イポー通り Jalan Ipoh へと向かう 
 
    500 台ほどのオートバイが MARA（マラヤ工科大学 Majilis Amanah Ra’ayat）
の前で合流。再び演説を始める。 
12：35 UMNO 本部前に到着。演説・アジテーションを開始。 




5：30 墓地へ向かう[NOC :57-8] 
 
筆者が日本人であることから来る感覚かもしれないが、政治的云々を別にしても「葬儀」


















党の MCA は大きく議席を減らした。その票が華人系野党に流れたのだろう、DAP や
Gerakan が議席を獲得し、州によっては政権交代が実現した。以下にその選挙結果を 5 つ















































Total 104 104 
図 3－1C  
 


































一名しか立てていない。異変が起きたのは UMNO の方である。一気に 8 議席も減らした。
この分、イスラム党に票が流れていることが容易に読み取れる。 
 
③ ペナン Penang州 
 




























































じた。後に、第 2 代総理大臣ラザク Tun Abdul Razak が連合党を一回り大きくしたバリサ
ン・ナショナル(国民戦線 Barisan National BN)を組織するに至るが、このペナン州での
二つの華人系政党を分離、華人政権の解体を策する狙いもあったのではなかろうか。 
 
④ ペラッ Perak州 
 


































ここでも与党が惨敗しているが、野党もマレー系 13 議席（PPP と PAS）、華人系 8 議席
（DAP と Gerakan）と単独では過半数である 21 議席を獲得しえない。政策協議がなされ
る状況とも言える。 
 
⑤ スランゴール Selangor州 
 


























































は、華人系野党の党首、DAP はゴ・ホッグァン Goh Hock Guan、Gerakan はタン・チー










① 午後 5 時、5 台の自動車と 15 台ほどのオートバイでブリックフィールド通り Jalan 
Brickfieldからロルニー通り Jalan Lornieへ。パレードを DAPの党首ゴが先導した。 
② 午後 8 時 30 分、ブキ＝ビンタン通り Jalan Bukit Bintang（KL 随一の繁華街）で
DAP 主催と思われるもの。 
③ 午後 10 時、DAP による。郊外からクアラルンプール市内に進む。 
④ 午後 10 時、約 40 人の Gerakan 支持者が自動車やスクーターに乗って、プードゥー
(Pudu)刑務所の近くのチャンカットドラー通りJalan Chankat Dollahにあらわれる。 






① 午後 4 時、Gerakan のパレードがプードゥーに現れる。 
② 午後 7 時、キャンベル通り Jalan Cambell に現れる。 
③ 午後 7 時、イポー通りとマクスウェル通り Jalan Maxwell で、4－500 人の華人、タ
ミール人がマレー人警官の先導するするパトロールカーに向かって叫び声を上げ、共
産主義の旗を振り回す。 
④ 午後 8 時 30 分、ブキ＝ビンタン通りの警察署前で、DAP と Gerakan の混合パレー
ドが大声を上げる。 
⑤ 午後 9 時 30 分、Gerakan の支持者たちが MARA の前でブリキ缶を叩きながら大声を
あげ、「交通を妨げた」[NOC 1070: 33]。パレード中に、副党首の顔がある。 




約 60 人の Gerakan の支持者たちが、ハール通り Jalan Hale でカンポンバルーの住民を














A 警官に何ができる？俺たちが王者だ。Apa polis boleh buat－kita raja 
B マレー人警官全員をクビにしろ。Buang semua polis Melayu 
C マレー人は死ね。原住民は森に戻れ。Mati Melayu, Sakai pergi masok hutan 
D もう、クアラルンプールは華人のもの。Kuala Lumpur sekarang China punya 
E マレー人はムラに戻れ。Melayu balek kampong 
F マレー人には、もう力がない。Melayu sekarang ta’ada kuasa lagi 
G 今、支配者は俺たちだ。Sekarang kita kontrol 
H マレー人は出て行け。ここにいるんじゃない。Melayu keluar－apa lagi duduk sini 
I 俺たちが勝った。これから俺たちが治める。Kita hentam lu; sekarang kita besar 
J マレー人はみんな力が抜けた。Semua Melayu kasi habis 
K 警官全員追い払え。Kasi harau semua polis 
L マレー人が国を支配するんじゃない。この国はマレー人のものじゃない。Apa ini 
Melayu kita negri dia sudah perentah. Ini negri bukan Melayu punya 
M さっさと死んでしまえ。Mata-mata lanchau 
N マレー人の終わり。Habis Melayu 
O マレー人のペニス。Butoh Melayu 
P 逝ってよし。Pergi mati-lah 
Q この国はマレー人のものじゃない。俺たちはマレー人を追い出したい。Ini negeri 
bukan Melayu punya, kita mahu halau semus Melayu 
R 森に戻れ。Return to the jungle 
S MARA のペニス、MARA は下向き。MARA butoh, MARA tundun 
T 帆船は穴だらけ。Kapar Layar bochor 
U MARA は 5 年でダメになる。MARA lima tahun lagi akan jahanan 
V 俺たちは何するかわからないぞ。Sekarang kita perentah apa boleh buat 
W マレー人はムラに戻れ。Melayu boleh balek kampong 
X もうマレー人は落ちた。MARA は出て行け。Melayu sudah jutoh, MARA boleh keluar 
Y マレー人は引っ込め。死んでよし。Melay balek, pergi mati 




































としていた。しかし、ストレーツ・タイムズ Straits Times の記者フェリックス・アビシェ
ナガン Felix Abishenagan がタンのもとを訪れ、中立政策の立場発表を 14 日まで差し控え
るように説得する。彼がタンの事務所を辞去する際、マラヤ大学のゴ・チェン・テイ Goh 
Cheng Teik に出会い、Gerakan はどの政党とも組む意思はないことを告げている。しかし、
134 
 














首席大臣 Mentri Besar という。州の大臣であり、日本の制度に近似的なものを求めるな
らば、「都道府県知事」がそれにあたる。この時の首席大臣はダト・ハルン・ビン・イドリ




この日の早朝、政治秘書アーマッド・ラザリ Hj. Ahmad Razali が大臣邸を訪れた*（写真
4・5）。ここで大臣に対し、前日の野党支持者たちの行状に対する有権者たちの不満を訴え
たのだった。秘書の言が NOC レポートに載っている。 
 
私は大臣に、カンポンバルーの UMNO 支持者たちが州選挙で負けていないことを示す
ため、自分たちのパレードを開催したい旨を告げた。彼らは DAP や Gerakan の支持
者たちが 11 日の朝からクアラルンプール市内やパタリンジャヤ Pataling Jaya でマレ





















カンポン・ダト・クラマット kampong(kg.) Dato Kramat、ゴンバック Gombak、カンポ
ン・プタリン kg.(kampong) Petaling、カンポン・パンダン・ダラム kg. Pandan Dalam、



























というのも、3 時には MCA が連合党を離れるとの発表があり、マレー人ならずとも、驚
いたのである。クアラルンプール内の緊張感はただならぬものになってきた。警察当局も、
こうした噂と緊張感に対処すべく、6 台のパトロールカーと 10 個の軽歩隊を市中に配備し
た。「悲劇は、最初の暴動が当初考えられた場所以外で生じたこと、予期した時間の相当前
に起きたこと、である」[NOC: 59]。 













6 時 15 分ごろ、私が店の中で腰かけておりますと、突然大きな騒ぎ声がスタパク通り













連邦予備隊のサン・コン・ウェン Tham Kong Weng の証言は、首席大臣邸での暴動発生













図 3－6C 暴動発生時の無線定期連絡 
 
この表からも、暴動が午後 6 時 30 分から 6 時 40 分の間に発生していることがわかる。








             大臣邸 
 
 
             前庭 
 
       入口 masok             出口 keluar 
 
                 ラジャ・ムダ通り Jalan Raja Muda 
 
 















チャイナタウンが最も被害を受けた。ラーマンの『5 月 13 日前後』[1969]には、事件の様
子を伝える写真が数枚載せられている。ひっくり返って燃え上がる自動車。柱しか残って
いない華人家屋。燃え上がる華人家屋に放水する消防団。 





第7項 5 月 14 日 
 





















第 4 節 マレーナショナリズムの生成 
 
1969 年の“メイサーティーン”は、クアラルンプールにとどまらず、マレーシア全土に




された。そのため、国家運営を一時的に与る機関として、1969 年 10 月 9 日、国家運営評
議会 National Operation Council NOC（以下、NOC とだけ表記する）が設立され、議長
にラーマンの片腕として辣腕を奮った副総理大臣のラザクが就任した。後のラーマンの総
裁引退への下準備が形を成してきたのだった。 
経済面での新経済政策 New Economy Policy NEP の発表（1970 年 3 月 18 日）、国家体















































































たとされる。1583 年、ラルフ・フィッチ Ralph Fitch がマラッカ Malacca に移住した。こ
のときのマラヤ地域は、11 個の小さなサルタネイト Sultanate が分立する、王国集積体と
いった状況だったらしい。 
ここから 19 世紀までは、寡聞にして筆者の利用しうる資料が見いだせないが、1866 年に
イギリスの国会で「海峡植民地法 Straits Settlement Act」が可決し、シンガポール
Singapore、ペナン Penang、ウェルスリーWellesley、マラッカがイギリス直轄地として、
名目的には国土として、イギリスに編入される。 
さらに約 30 年後の 1895 年、ペラ Perak、スランゴール Selangor、ヌグリ・スンビラン
Negri Sembilan、パハン Pahang が「マレー連邦州 Federated Malay States」となる。資
格はサルタネイトのまま、サルタンがイギリス王室の臣下になるという形式である。ここ
で、「連邦」を形成しなかったサルタネイトである、ジョホール Johore、ケダ Kedah、ぺ
ルリス Perlis、クランタン Kelantan、トレンガヌ Trengganu、後に国家が異なるがブルネ


















1863 年の統計資料ではマラッカでの華人系人口が、4884 人中 426 人。ところが、その
20 年後 1881 年の統計資料では、人口 4934 人中 797 人。パーセンテージにして 2 倍に増
加している。この後、もっと早いペースで増加した。19 世紀後半から 20 世紀前半の百年間
は、マラヤ地域への華人流入期といえるのである。このペースで流入してくる華人に対し、
少なくとも 19 世紀の間には、ナショナリズム的な動きは見られない。 
タミール系に目を転じる。「第 1 節」で指摘したように、タミール系住民はそのほとんど
が 20 世紀の産物である。1786 年、東インド会社のフランシス・ライトがペナンに上陸を
果たす。この時、数人のインド系住民が村を作って生活していたという。マラヤ地域とタ
ミール系住民の祖との出会いは、イメージするよりは、かなり前からあったということに






























































象徴的な人物が、ムハンマド・ユーノス・ビン・アブドゥーラ Mohanmad Yunos bin Abdula
であろう。ジョホールの貴族出自だったが、ラッフルズ・インスティトゥーション Raffles’ 
Institution を卒業後は、シンガポール・フリープレス Singapore Free Press で初のマレー













マレーナショナリズムに関し、ムハメッド・タイーブ・オスマン Mohd. Taib Osman は、
以下のような「マレー人の価値構造」を主張しながら、“マレーネス Malayness”の自覚で
あると論じる「1989: xiv」[ザイナル・クリン 1981: 7]。 
 







         B                C 
 
図 4－1C Taib の“マレーネス”価値構造 
 
A はイスラム的価値観であり、その道義性はコーラン Qur’an やハディース Hadis から由








































Kesatusan Mulayu Muda」であろう。KMM と省略される。中心人物がイブラヒム・ヤー

























































道案内、食糧調達といった下働きも KMM の重要な任務であった。しかし、1942 年 6 月、
KMM とマラヤ共産党が接触したことが日本軍に知られ、活動が禁止される。その幹部クラ









Malayan People’s anti-Japanese Army MPAJA と略称」を結成した。終戦直後の 8 月か
らその年いっぱい、地域住民を虐殺し始める。NOC レポートも、「彼らは私刑裁判を開き、
多くのマレー人、華人を迫害し、彼らのゆくところどこでも人々を恐れさせた」と書いて











第 4 項 戦後のイギリス統治と独立運動の発火 
 
イギリスは、対戦が連合国の勝利に終わることを見越して、マラヤ地域の戦後処理計画を














1945 年 10 月 10 日、イギリス下院において、植民大臣から「マラヤ連合案」が報告され、
翌 11 日にはマラヤのマスメディアが連合案を全土に報道している。さらに翌日 12 日には




このあと、マクマイケルは 9 人のサルタンと個別に条約を締結し、「1946 年 4 月 1 日、軍

























E A、B 両項に定められた市民の 18 歳以下の子供 
（2）申請あるいは帰化によるもの 










1945 年 11 月にジョホールのマレー人団体 8 つが「ジョホール・マレー人連盟」を結成す
る。これを皮切りに、翌 46 年 1 月までには多数のマレー人団体が結成・復興している。中
でも、ダト・オン・ビン・ジャーファル Dato Onn bin Ja’afar が組織した「ジョホール・
半島マレー人運動」は、明確にマハマラヤ運動という、シュリーヴィジャヤ復興を目指す
運動の一環であった。 
いよいよマレーナショナリズムの一つの到達点である UMNO 結成が迫る。 
1946 年 3 月 1 日、マレー人ジャーナリストが音頭を取る形で、マレー人団体の結束を呼
びかける代表者会議が開催された。41 の団体が参加し、席上、「汎マラヤ＝マレー人会議
Pan Malayan Malay Congress 以下 PMMC」の創設が決議された。 






年 7 月には実務委員会が創設されたが、構成メンバーはサルタン 4 名、UMNO 代表 2 名、
イギリス高官 6 名と、華人系、タミール系住民が無視される形で展開しようとしていた。 





連合」であり、のちの連合党に参加することになる MIC が政治の表舞台に登場してくる。 













この一点で、1947 年 2 月には MNP を始めとする 3 つの政治集団が合同し、「人民連合戦
Pusat Tenaga Ra’ayat PUTERA」が結成された。他には「アンカタン・プムダ・インサ
フ公明青年協会」「アンカタン・ワニタ・スダル自立婦人協会」が合流した。 













かくして、1948 年 1 月 12 日、サルタンとイギリス政府が新たな協定に署名し、2 月 1 日、









４． 立法会議は 75 名よりなり、そのうち 50 名は民間代表で、高等弁務官によって各州・
各植民地、主たる経済権益、人種グループを代表するように任命される。そのうち
マレー人 22 名、華人 14 名、ヨーロッパ人 7 名、インド人 5 名、セイロン人 1 名、
ユーラシアン 1 名とする。このほか、各州のマレー人総理大臣（計 9 名）、ペナン、













B イギリス市民でペナンあるいはマラッカに生まれ、連邦内で引き続き 15 年以上居住
しているもの 
C 連邦内で生まれたイギリス市民で、その父が同じく連邦内で生まれたか、あるいは引





A 連邦内に生まれ、申請に先立つ 12 年のうち少なくとも 8 年以上居住しているもの 
152 
 
B 連邦内で申請に先立つ 20 年のうち 15 年以上居住しているもの 
 
 










土の広がりは別にして、マレー人のための国家、Malay’s Malaysia が近づいてくる。 
その兆候は、マレー人陣営、華人陣営の双方に現れる。 
まずはマレー人側の局面を検討してみる。UMNO の創設者の一人で、総裁の要職にあっ
たダト・オン・ビン・ジャーファルが 1951年、突如、脱退を表明し、IMP(Independent Malaya 
Party 独立マラヤ党)を結成した。これも、基本的には UMNO をマルチエスニックな政党
にするための方向性が多数の党員たちから受け入れられなかったことによる。当時マラヤ
における主だった独立指導者がほぼ全員そろっていた IMP は華々しくスタートを切った。
しかし、1952 年 2 月、マラヤ初の総選挙において、大惨敗を喫する。UMNO・MCA 連合

















の立場を堅持して現在に至る。52 年選挙の 2 年後、MIC も与党連合に加わり、メイサーテ
ィーンまでの与党が「連合党 Alliance」という一つの政党的実体性をもった連立体が形成
された。 












J.M.による 19 世紀のマレー人的政治観の分析[1987]やバハルディン Baharudin Ali 


































































































とは交通の便がよい。もっとも、2015 年 1 月に伊良部大橋が完成、開通したため、フェリ
ー離発着所としての佐良浜港は、純粋な漁港となった。筆者がここでフィールド調査をし
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                        佐良浜 
              佐和田 
         下地島   長浜 
                国仲 
                 仲地 
                  伊良部 
 
図 1-1D 旧伊良部町のおよその集落位置 
 




























































































なお、人口も 2015 年 9 月 30 日現在では、前里添 1790 人（内男性 892 人、女性 898 人）、
池間添 1064 人（543 人、521 人）、字伊良部 390 人（204 人、186 人）、仲地 425 人（211
人、214 人）、国仲 608 人（311 人、297 人）、長浜 669 人（319 人、350 人）、佐和田 437
人（220 人、217 人）である。筆者が調査を開始したころに近い 1988 年の統計資料では、
前里添 3008 人、池間添 1783 人、字伊良部 655 人、仲地 596 人、国仲 974 人、長浜 1003
人、佐和田 685 人と、過疎傾向が高いことは言うまでもない。全体的に減少傾向にあるが、
字伊良部と前里添がその傾向が急であり、この 30 年ほどで半数ほどになっている。 
 
 

















































































































































































          〈ジュウニハウ〉 
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（←北）         〈イビ〉 
                字伊良部→  ←仲地 
       線香点火場所  ※        ※ 〈ヌーシノツカサ〉着座 
   浜     神酒の甕・道具 ※        ※ 〈ピャーズノツカサ〉着座 
※ 〈二バルノツカサ〉（仲地）着座 
                一般女性 
入 
り  入 
江  口             一般男性 
 
























〈イビ〉の方向 北 北 東 東 
線 香 点 火 場 所
（〈イビ〉に向か
って） 











































































































る。年齢序列的に 16 歳から 33 歳まで供物を聖域に運び入れたり、神役に付き従って拝礼
を行ったりする役割が存在する。次表にまとめたように、“走り使い”のような役割りから
始まり、“祭祀主体”にも似た立場まで「昇級」してゆく様は、年齢階梯制のようではある。 
 伊良部 仲地 
ウガンシュー 
(ツカサに付き従い、拝礼する) 
33 歳 33 歳 
シジュウナラ 
(供物の作成) 
28 歳 27 歳 
ショウネンスザス 
（ウガンドモ当番の割り振り） 
27 歳 26 歳 
ウガンドモ 
（供物運搬） 
16～25 歳 16～25歳 
 
















り行う。立会人は〈ウガンニンジュ〉という、数え年 41 歳の男性である。 
女性神役の補佐〈カセイ〉として、〈ウプンマ〉。〈ウガン〉の際に神歌をうたう〈アーグ
ンマ〉がいるわけだが、一応はこの序列である。「一応」というのは、この序列が反映する


































































































































































































































「神降り」との漢字表記しうるものであろう。旧暦 11 月と 12 月の年に 2 回、執り行われ










11 月と 12 月の年に 2 回あるのは、12 月のほうが一種の「予備日」とされており、11 月
に来られなかった者が参加する意味付けが強い。供物の作成や拝所の清掃の当番役も、伊
良部が 11 月、仲地が 12 月となることとも関連付けて説明されることもあったが、「盛り上















母から娘へと役職が継承される。1960 年代には 25 名のユウヌンマが記憶さ




























































     カムシャーまでの途中に、カータームーニー、スムガーでの拝礼を行う。カム
シャーまでの道筋を見てはいけないという禁忌が存在する。 














     戻ってきたら、オコマザーにツカサンマ全員が供物を捧げる。 
     夕方、仲地の漁師が生魚を持ってきて、ブドゥイザーに供える。そのあと、ツ
カサンマ３人が渡口の浜に降りて、イズドゥーブドゥイ（魚取りの踊り）をする。 
     カムシャーに戻ってクイチャーを踊る。クイチャーは通常、「雨乞いの踊り」
と説明されるが、祭祀の締めくくりに雨乞いとは関係なく歌われ、踊られるよう
だ。最終日の午前にも踊られる。 
     この後、もう一つのクライマックスであるヨナハウガン（夜中の祭祀）が行わ
れる。ツカサンマ、ユーヌンマが渡口の浜の西側にある道に出て、シジューナラ
と共にカミを讃える。このとき、カミは「この世」を離れるという。 

















     帰路につくが、途中、三叉路で〈カンナギアヤグ〉を歌い、踊る。（12 月は同
じことをカーイという井戸で行う） 



























                       アダンニウタキ 
 
 
        伊良部・仲地集落 
                          ナカドリウタキ 
 
 
                      カミの通る道 
 
                                  渡口の浜 
 
                              ヌーシウタキ 
                      カムシャー 
 
                  下地島との入江 
図 2－1Ｄ カンムリウガンの概念図 
 
 








































































































  A△＝○ 
    ｜ 
  ｜       ｜        ｜ 
 B△１＝○    C△２＝○    Ｄ△３＝○ 






















































































3 メートルほど高さ 1 メートルほどの細長い砂山の上に、黒い着物を着た女性がブルブル震
えながら正座していた。しかし、彼女の首から上がなく、その方向からはヒトを焼くとき
のような何とも言えない臭いがしてきた。だが、ツカサンマ 6 名いる中でそれを見た者は





















































































































                                    下 Z へ 
●＝△ ○ ● ○   ▲ ▲ △＝○ 
 Ａ     Ｂ 
○＝▲  △  Ｆ○ ▲ ▲  △＝● ▲＝● ▲＝● ▲ ▲ ▲ ●＝▲ 
                  Ｅ 




▲ ▲ ▲ 































































がないものとされる以外は、父親が継承者を指名するといわれる。仲地の J 家では、4 人の





｜   ｜   ｜   ｜   ｜   ｜   ｜   ｜ 
△１  △2   △３  △４   ○１  ○２  ○３   ○４ 
（分家）（分家）（分家）（継承） （婚出）（婚出）（婚出） （婚出） 
 





























































     ｜         ｜ ｜           ｜ 
 １▲＝●         △＝○           ○ 
    
    
  ３▲＝● ●＝▲ ●＝▲ ▲＝● ●＝▲ ●＝▲Ｂ ▲＝●   ▲ 
   A   ４     ７  C    D    ２  ５     ８ 
 




※数字は図 2－5D の「座順」で使用 













     ●＝△ △ 
 
 ●＝▲ ●＝▲ ●＝▲ ●＝▲① 
  ③       ④   Ｆ 
     Ｅ▲ ●＝▲ 




      新郎  媒酌人①  新郎両親 ② ③ ④ 
   結           （丸数字はすべて夫婦単位、男女の順） 
（北）納 
   品 





 （←前） 新郎 媒酌人夫妻① 新郎両親 ② ③ ④ ④ ③ ②  ｍ…夫 
                     ｍ ｍ ｍ ｆ ｆ ｆ  ｆ…妻 
 
※入場者所持品 媒酌人夫…酒２升 媒酌人妻…結納品 新郎父…ビール2ダース 新郎
母…結納品 ②ｍ…ビール 2 ダース ③ｍ…料理 ④ｍ…ビール 2 ダース 
②ｆ、③ｆ、④ｆ…料理 
 






























       △＝●Ａ 
 
 ○＝△   Ｂ▲＝●Ｆ β 
 
Ｇ△ △ Ｃ●＝△Ｄ  γ 
 
              ▲E    ※黒色は参加者 












                         二番座の「北側」壁 
         供物〈ブイムヌ〉 
（←台所） 
                 ユタ 
Ｆ      Ａ 
 










































A は N 家の近隣に住む〈カタイ〉の〈カタイ〉である。E は彼に敬意を払い、「おじさん
は式に来てくれるだけでいいから」と“敬意”を払った。式の最中、A と B は上座に通さ







              Ａ 
△ △ ▲＝● 
                       I 
△ △＝●  ●   ○＝▲    ●＝▲ 
                              Ｂ 
●＝▲ ▲ ●＝▲ ● ●＝▲Ｅ △＝● ▲＝● ▲       ● 
  Ｃ Ｆ   Ｇ                Ｄ       Ｈ 
▲ ● ●    △ ○ 
D…司会進行（E と同僚） 











       （R家）△ △     △Ｑ家 
 
○Ｆ○ △ △ △                下Ｙへ 
Ａ   Ｂ           
▲＝○ ▲＝●  ○＝▲ ▲ ▲ ▲ ▲＝●Ｅ          △ 
               Ｃ     
○ △ ○ △ ○ ▲ ▲＝●    ● ▲ ●＝▲ ●＝▲ ● ▲＝● 
 
  ○＝△ △   ○ 
Ｙ 
   ▲   ▲ ● ▲ 
 
▲ ● ▲ ▲ ●＝▲ 
図 2－10Ｄ Ｑ家〈コキ〉の互助労働 
 
Q 家の夫婦は同期〈アグ〉であり、同時に古稀祝いを迎えた。Q 家は E から見て 3 代前
に R 家より〈ブンケ〉している。ただ、この時異なった姓を名乗ることになり、下の世代
の子供たちは、筆者の系譜作りを見て初めて R 家とのつながりを知ったらしい。ちなみに、
















































































































































































  国仲 
長浜                 ？ 
 
〈アダンニウタキ〉 
〈二バルウタキ〉       生  〈ナカドリウタキ〉 
 
            ンマバラ―ファバラ関係 
 
      仲地      伊良部 
 
        ンマバラ―ファバラ関係 
 
      本分家         本分家  死 
 
                   〈アメリカノシマ〉 



















 池間島                   ↑ 
                       北 
 
   東シナ海 
                      〈ムトゥ〉 
                    〈ナナムイ〉 佐良浜 
                         分村 
          伊良部島       本分家関係 
 















































第 1 項 豆の〈タテウガン〉 
 
伊良部・仲地の村落祭祀の概要はすでに触れてきた。 
一年を通してみたとき、そこには 52 回の〈ウガン〉が執り行われている。8 月に行われ
る〈ユーグムリウガン 夜籠り〉は隔年で執り行われるため、〈ツカサンマ〉が任期中にこ
の〈ウガン〉を行うのは、多い人で 2 回、少ないと 1 回である。そのときは年間 53 回とい
うことになる。1 回の側に回った〈ツカサンマ〉の中には、「楽できる」と答えた者もいた。
名称の通り、夜を徹して一つ所に籠るわけだから、1 泊 2 日になる。伊良部・仲地でなくと
も、夜を徹してなされる〈ウガン〉〈ニガイ〉は少ないものではない。 









































































































                   
                  〈イビ〉 
                  ピ  ヌ     ※点火場所 
 
           〈ツカサンマ〉 
            控え席ピ          男性 
               ヌ 
          〈ウガンドモ〉         女性 
 
              女性 
 
 
図 3－1D 〈ナカドリウタキ〉の並び 
 



















                  〈イビ〉 
                  ピ  ヌ 
          ※点火場所          〈ツカサンマ〉 
                          控え席 
 
                          女性 
 




          仲地           伊良部 
              男性           男性 
           女性         女性    
 
 










ここですべての行程が終了したのが、10 時 35 分であった。最後に〈ナハマウタキ〉での
合同祭祀が待っている。 
 
      控え席 
     二、ヌ、ピ   ※点火場所 
           ピ 
           ヌ 〈イビ〉（東向き） 
           ニ 
          ユ 
 
           女性 
 
 
    〈ウガンシュウ〉α      〈ウガンシュウ〉β 
 
 
                     〈ウガンシュウ〉γ 
 















































筆者が聞いた限りでは、伊良部と仲地はそれぞれ、数え年 55 歳から 65 歳の男女、60 歳




報告[1972]では、50－60 歳とある。平敷令治の報告[1990]では 50－65 歳との記述がある。























 男性  女性 
祖父母 シュウ ンマ 
親 ウヤ  アンナ 
子    ファ 
 
図 3－4D 世代間呼称 
 
 
 男性  女性 
目上 アザ  アネ 
同年齢 アグ  アグ 
目下 （名前・愛称） 
 
図 3－5D 世代内呼称 
 





             台所      裏座 
 
                  二番座   一番座 
                 女性（若年） 女性（老年） 
        テント 
        受け付け    サブステージ 
                男性（若年） 
 
 
                    メインステージ 
 





























































































関係があると考える。第 1 節で触れた「補佐組織」を再び描いておく。 
 
 伊良部 仲地 
ウガンシュー 
(ツカサに付き従い、拝礼する) 
33 歳 33 歳 






27 歳 26 歳 
ウガンドモ 
（供物運搬） 
16～25 歳 16～25歳 
 
図 3－7Ｄ 伊良部・仲地の「補佐組織」 
 
伊良部・仲地には村落祭祀を支えてゆく、大本憲夫[1993]いうところの「補佐組織」が存










































































  △ 
 
  ▲ 
























18 19 20 21 22 23 24 25 26 
男性 ０ ２ ４ ５ ３ ８ ４ １０ ５ 
女性 ３ ５ ６ ７ ９ ９ ５ ８ ３ 
 
27 28 29 30 31 32 33 34 … 37 
３ ３ ４ ２ １ ２ ０ １  １ 





























△ △ △ △ ○ 
Ａ2－1 Ａ2－2 
図 3－10Ｄ Ａ家 
 
〔事例 1 Ａ家〕Ａ１はこの島で生まれたものではない。この島の女性と結婚を機に移り















△ ○ ○ △ 
Ｂ２－1 ｂ1－1 











○ ○＝△ ○ ○ 
 
   △ 
 
図 3－12Ｄ Ｃ家 
 






関係とは相似形であると考えられる。以下の事例 4～6 はその典型的なものである。 
 
〔事例 4 Ｄ家〕家の発祥は不明。隣の仲地からＫがＤ家に婿養子として入って 5 代目で
220 
 
ある。男子 4 名、女子 2 名の子がいるが、仏壇〈カンタナ〉、位牌、〈マウガン〉は宮古島





   ← 
  ○＝△K 
 
  D1△＝○d1 
 
○ ○＝△ △＝○ △ ○ △ 
     D2-1  D2-2 
図 3－13Ｄ Ｄ家 
 
〔事例 5 E 家〕現在の戸主 E1より 2 代前の S1のときに分家をしたことが〈ヤー〉の始
まり。本家〈モトヤー〉は現在、島内にいない。E1 の母 s2 が一人娘であったため、父 S2
は婿養子として E 家に入ってきた。E1には男子 3 名、女子 2 名の子がいるが、長男 E2-1
が 32 歳のとき、 孫 E3-1 が 54 歳の時に生まれた。その直後、E1は〈チョーヌシュウ〉を




    △S1 
 




 ○＝△ △ △ ○ ○ 
      E2-1 
△ △ ○ ○ 
  E3-1 
図 3－14Ｄ Ｅ家 
 




の妻 f1は〈ツカサンマ〉を 7 年務め、F１、f1ともに神事に関して造詣が深い。そのためか、
〈ウガン〉の代理もよく依頼され、那覇在住の弟 Y1の二人の息子 Y2-1 と Y2-2 の代理を連
続して務めた。謝礼として、年間 15 万円を受け取った。長男 F2-1 には 3 人の息子がいる。
全員が〈ウガンドモ〉にあたり、その当番が回ってくると、妻 f2 が代理で出席するが、3






○＝△ ○   △ △ 
f2   F2-1       Y2-1  Y2-2 
△＝○ △ △ 
 
  △ 
 










    ← 
 ○＝△T1 
                   U 
 G1△＝○g1   △＝○ 
 
   △     △ △ 
     G2 




〔事例 7 G 家〕戸主 G1の父 T1は婿として G 家に入った。二人は長く子供が授からなか
ったので、仲地の U 家から男子を養取した。この両者に想定された血縁は存在しない。G１
は〈ツカサシュウ〉を務めた。退任後、G2 が〈ウガンシュウ〉の年齢に達したので、g1 が
主に代理となる。 G1、g1 ともに U 家から頼まれ、「代理の代理」で〈ウガン〉に出席す










































































のブタが用意された。（図 4－1D 参照） 
 
式次第 日時 内容 付記 


























































⑤ ミッカニガイ 9 月 15 日 
7：25～10：50 
























































 伊良部・仲地 佐良浜 
対立点 村落内義務の多重化 ブタのと殺・解体の手法 
対立主体 祭祀組織内部 家間、村落対警察・条例 
外在要因 人口流出、都市化 警察当局の態度変更 
内的危機 過疎化、補佐組織解体 祭祀の意味的空洞化 
対処・操作 代理恒常化、神役年齢上昇 伝統と生活の主観的分離 
対外的働きかけ なし 駐在巡査への働きかけ 
 











































































































































































































































































































































































































































































































             〈イビ〉  ※線香点火場所 
   森・杜         A 
            〈ウプヤー〉 
 
 




     草叢 
 
          道路   C       














































































































































































第 4 項 「調査者の目」 
 
エリクセンは、その著『エスニシティとナショナリズム』の最終章「エスニックではない


































































































































































































































































































































宿の構成であった。これが現在の 1 丁目から 3 丁目までの区域にほぼ対応しているのは偶



















































































入が相次ぐ。国勢調査によれば、1960 年で新宿区の 20～4 歳の青年人口は、全国 8.9%（実
数 8,318,450 人）に対し、16.5%（68,405 人）、次の 1970 年では 10.3%（10,660,318 人）














































































































においては、2014 年 4 月 4 日、J-Nation という組織が成立した。異性装を店舗経営のモチ





















































  その時を安息の時としてこれを聖くせよ 
      





























































































































































































度か語られる場面に出くわしている。インフォーマント番号 8 と 9 によれば、廃人になっ
たとか、店の中で倒れて病院に運ばれたが脳血栓で死亡したとか、一連の薬物使用に対す
る警戒心が生み出したものでもあろう。 






















































































































































































※頻度…F→フルタイム、W→週頻度（W1-2 は「週に 1～2 回」を示す）、M→月頻度 
 
 



















































































第 7 項 「特例法」に対する反応、アイデンティティ 
 
周知のごとく、1996 年の埼玉医大での手術を以て、性同一性障害（GID、gender identity 














あった。同年 1 月 10 日付の「朝日新聞」は、大島俊之（性同一性障害学会理事）のコメン
ト「性同一性障害者を差別」として、載せている。 




































年齢…2→20 代、3→30 代、4→40 代、5→50 代、6→60 代、7→70 代 






















































































































































































  その時を安息の時としてこれを聖くせよ 
      


















































































































































































































      コンテクスト拘束性 
          ○強  
   標語        名言 
 
人格性 
  ○弱               ○強  
    ことわざ    （朝令暮改） 
            （詩的言語） 
          ○弱  













































を図るため MTF は「～さん」、男性は「～氏」の表記を用いる。 
 
事例 1 「あ、おれのと同じだ」 












































J さん（インフォーマント番号 24）の一言。ある店で酒を傾けている際、A 氏の噂話にな
った。タイミングよく、A 氏が表れ、とっさにこの一言が出た。歯に衣着せぬ J さんの人
柄と、A 氏の高齢を言う言葉である。 
 
































































































































ブームが始まる 1947（昭和 22）年に生まれた子供が青年期(18 歳)を迎えるのは、1965 年












































































     流動性○強                固定性○強  
      反乱     政治結社   コミューン、党、国家 
 








































































































が 20 世紀に入ってからであるということも、ここに合わせて確認しておきたい。 
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1 岩谷聡子 5 W4-5 日常生活一般 A～D、脱毛 M F 完女 GB、E J 
   
2 西山ちさと 4 F 日常生活一般 A～D、脱毛 
M（s既
婚） 
F E以外、完女 B,E J、W 興味なし なし 
 
3 山下鏡子 6 W1 新宿 A～C J M 
E以外、完女、
W 
バー 会員 J 興味なし 会員 
 
4 さだ子 4 W2-3 東京都区部 A～D F F指向 E以外、完女 GB J、W 知識あり 会員 
 
5 ピヨ子 3 F 日常生活一般 A～D 
M（s既
婚） 









7 内田もみじ 6 W1-2 新宿周辺 A～C M J 完女、W B J 興味なし 会員 
 
8 三島ひかる 7 W2 新宿、秋葉原、上野 A～D なし F指向 完女、W B、J J 興味なし 会員 
 
9 メイ 6 W2 新宿周辺 A～C なし F指向 完女 C J 興味あり 店舗内 
 
10 千秋 3 W3-4 関東近県 A～D M J E以外、完女 B J、W 興味あり 会員 
 










13 イサ子 7 W1-2 新宿周辺 A～C F M 完女、W B、J J 興味なし 会員 
 
14 天野恭菜 3 W4-5 東京都区部 A～D なし J 完女 B J 知識あり 会員 
 
15 ジャネット浩 2 F 東京都区部 A～C M M 完女 B、GB G、J 知識あり 会員 
 
16 有栖まき 3 W4-5 東京都区部 A～D J F指向 完女 B、GB J 知識あり 会員 
 
17 みお 4 F 日常生活一般 A～D 
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婚） 
J 完女、W B、GB J 興味なし 会員 
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婚） 









22 あき 4 F 日常生活一般 A～C 
 















25 兎田千尋 4 F 日常生活一般（海外も） A～D、脱毛 M F指向 完女 B、GB、E J、W 知識あり なし 
 
26 栗原友枝 4 W6-7 日常生活一般 A～D、脱毛 
 
B、J 完女、W GB、E J 知識あり なし J小説 
27 U-子 6 W1-2 新宿周辺 A～C 
 




28 太沢なぎさ 4 W3-4 自宅周辺、新宿周辺 A～C、脱毛 
 




29 量子 4 W4-5 職場 A～C 
 









31 浜川さつき 3 F 日常生活一般 A～C J J 完女 B、E J 知識あり なし Tヴォイス 
32 神無月綾 3 F 日常生活一般 A～D 
 


















36 劉子 5 W1-2 新宿周辺 A～C J、F J 完女、W B J 興味なし 公衆トイレ 
 
37 メイ 6 W1-2 新宿周辺 A～C 
 











39 うめ 4 W1-2 自宅周辺、新宿周辺 A～C 
 




40 ユキ 5 W3-4 日常生活一般 A～C、脱毛 
 
J 完女、W B、GB J 
 
会員 Tヴォイス 
41 結城カケル 3 W1-2 イベント会場 A～C、脱毛 
  










J 完女 B 家族 知識あり なし マニッシュ 
43 クラウン 5 F 日常生活一般 A～D 
M(s既
婚） 
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54 まや 4 F 日常生活一般 A～E F F 完女 B J 知識あり なし 
 
55 レイカ 5 F 日常生活一般 A～D 
M(s既
婚) 
J 完女 B J 興味なし なし 
 
56 飛鳥（滝一） 6 F 職場 A～D 
 





57 朝子 5 W1-2 新宿周辺 A～C 
 
J 完女 B J、W 
   































63 西川明菜 4 F 日常生活一般 A～D M F 完女 E、B、 職場 知識あり 
会員（職
場）  
64 まさこ 4 W5-6 日常生活一般 A～C B B 完女 B J 興味なし 
  




66 杏 5 W1-2 B A～C M J 完女 B、E J、W 知識あり なし 
 




68 由美江 5 W1-2 新宿周辺 A～C 
 
J 完女、W B、E J 
 
なし 水着 
69 カリフ 3 F 日常生活一般 A～D M F 完女 B、職場 F、W 
機会あれ
ば   
70 杉崎エリカ 6 W2-3 新宿周辺 A～C M J 完女、W B J 興味なし 会員 
 
71 豊田メグ 3 W4-5 新宿周辺 A～C 
 
J 完女 E、B J 
   
72 マナ 5 W1-2 
静岡（自宅）、東京都区
部 
A～C M J 完女、W B、ハッテン場 J 知識あり なし 
 




74 岩橋瞳 3 F 日常生活一般 A～C、脱毛 
 





75 燕野 4 F イベント会場 A～D、脱毛 
 


















79 池谷里奈 5 W2-3 新宿周辺 A～C 
 




80 田代恭子 5 W2-3 東京都区部 A～C 
 




81 本木朋奈 3 M1-2 新宿周辺 A～D M J、F 完女 B、E G、J 興味なし 会員 
 
82 みく 3 F 日常生活一般 A、C、D 
 
J 完女 B、メイド喫茶 J 興味なし なし 
 
83 ゆみ 3 W2-3 自宅周辺、新宿周辺 A～C 
 




84 うめ 6 
 
B A～C M J 完女、W B J 知識あり 会員 
 




J 完女、W E、B J 
 
会員 ベルギー出身 





87 ちあき 5 W3-4 日常生活一般 A～C B B 完女、W 職場 J 知識あり なし 
 
88 まみ 3 W3-4 職場（アルバイト） A～C 
F（二次
元） 




89 チアキ 4 F 日常生活一般 A～D M F 完女 職場 J 知識あり なし 
 









92 桜清粧子 5 W5-6 日常生活一般 A～C、脱毛 なし J 完女、W B、職場 J 興味なし 部屋経営 
 
93 藤本由貴 5 
 























98 卯月 4 F 日常生活一般 A～D M J 完女 職場 J 知識あり なし 
 
99 あさお 4 0 日常生活一般 A 
 












101 みさ 4 M1-2 日常生活一般 A～C、脱毛 
 
F 完女 B、E J 
 
なし 
 
 
第2章
写真1（第1節116㌢）クアラルンプール、ゴ
ンバック川（左）にクラン川（右）（1990年5月撮
影）
写真3（第3節130㌻）MA鮎（1990年5月撮影）
写真4（第3節135㌢）首席大臣邸入口（1990年5
月撮影）
写真5（第3節135㌻）首席大臣邸（1990年5月撮
影）
写真6（第3節136；‾）大臣邸前のラジャムダ通り。
メイサーティーン発生場（1990年5月撮影）
写真7（第1節116㌻）クランjl卜やや上流付近のマ
レー人集落（1990年5月撮影）
写真8傍1節116㌢）チャイナタウン。メイサー
ティーンの主要舞台（1990年5月撮影）
写真9（第1節116㌢）マスジッドジャーメ内部
（1990年5月撮影）
第3章
写真1（第1節157㌢、3節）ピャーズウタキ（1996
年8月撮影）
写真2（第1節164㌢、2－3節）ヌーシウタキ
（1995年9月撮影）
写真3（第2節198㌢、5節237㌢）ナカドリ
ウタキ（1994年9月撮影）
写真4（第1節164㌢）パイヌフツムトウ（1994
年9月撮影）
写真5（第3節205㌢）ナハマウタキ（1995年9
月撮影）
写真6（第2節175㌢）アダンニウタキのくイビ〉
（1992年8月撮影）
写真7（第2節176；－）カミが降りてゆく道（1994
年3月撮影）
写真8（第2節179；一）写真7の反対側（1994年
3月撮影）
写真9（第1節167㌢）チ一夕チの日取り（1993
年9月撮影）
写真10（第3節205；－）字伊良部の到着を待つ仲
地の人々（1995年9月撮影）
写真11（第2節175㌢）今はなきユーヌンマたち
（左がリーダー、故・島袋カメ）（1996年8月撮影）
写真12（第5節237㌢）1993年のナカドリウ
タキでの　く事件〉（8月撮影）
写真13（第5節237㌢）1994年のナカドリウ
タキ（左が前ピャーズノツカサ）（8月撮影）
写真14（第1節164㌻）アニンマによる指導
（1994年8月撮影）
写真15（第2節190㌻）新郎入場（1994年8月
撮影）
写真16（第2節190㌢）結納（1994年8月撮影）
写真17（第2節190㌢）カタイヤライ（1994年
8月撮影）
写真19（第1節163㌢）佐良浜のミヤークヅツ
（1995年9月撮影）
写真20（第1節162㌢）フンマ宅の道具倉庫
（1999年9月撮影）
写真21（第1節162㌢）世代交代がくっきり（フ
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